
代 表 質 問

※ＳＤＧｓ・ＤＸ　　５ページをご参照ください。

令
和
５
年
度
事
業
執
行
へ
の

意
気
込
み
と
は

質　

問

　

令
和
５
年
度
施
策
と
予
算
の
概
要
で

は
、
本
市
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
環
境

に
対
す
る
認
識
と
し
て
「
少
子
化
の
進

行
」「
人
口
偏
在
と
過
疎
化
の
進
行
」

そ
し
て
「
※
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
※
Ｄ
Ｘ
の
浸

透
」
を
挙
げ
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
を
受
け
、
予
算
の
方
向

性
は
「
多
様
性
を
踏
ま
え
た
人
口
減
少

地
域
総
合
対
策
」
と
、「
子
ど
も
の
健

や
か
な
成
長
を
支
え
、
仕
事
と
子
育
て

の
両
立
を
応
援
」
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
、
事
業
を
体
系
的
に
取

り
ま
と
め
、
包
括
的
に
推
進
す
る
意
気

込
み
に
つ
い
て
お
聞
き
す
る
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

施
策
を
分
野
別
に
進
め
る
の
で
は
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
の
解
決
に
向
け

て
体
系
的
に
取
り
ま
と
め
て
包
括
的
に

推
進
す
る
こ
と
で
、
施
策
の
相
乗
効
果

を
生
み
出
す
と
と
も
に
、
市
の
組
織
体

制
と
連
動
さ
せ
な
が
ら
力
強
く
取
り
組

ん
で
い
く
。
そ
の
結
果
、「
住
み
た
い
、

住
み
続
け
た
い
」
と
実
感
で
き
る
東
広

島
市
を
実
現
し
た
い
。

持
続
化
に
つ
な
が
る

農
業
戦
略
の
展
開
を

質　

問

　

①
本
市
農
業
を
、
誰
が
、
ど
の
よ
う

に
維
持
し
て
い
く
の
か
、
ど
の
よ
う
な

形
態
の
農
業
で
あ
る
な
ら
先
が
見
通
せ

る
か
問
う
。
②
農
業
法
人
の
安
定
経
営

に
向
け
、
課
題
と
そ
の
解
決
策
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
問
う
。

③
小
規
模
農
家
で
は
、
経
営
の
赤
字
化

が
進
む
中
、
先
祖
代
々
受
け
継
い
で
き

た
土
地
を
守
る
と
い
う
使
命
感
の
み
で

耕
作
が
続
け
ら
れ
て
き
て
い
る
。
小
規

模
農
家
向
け
の
新
年
度
の
戦
略
を
問
う
。

答　

弁
／
多
田
副
市
長

　

①
農
村
集
落
の
協
働
活
動
を
主
体
と

し
た
営
農
を
基
盤
と
し
つ
つ
、
新
規
の

就
農
者
や
多
様
な
担
い
手
の
確
保
等
、

営
農
基
盤
の
保
全
・
整
備
が
必
要
と
考

え
る
。
ま
た
ス
マ
ー
ト
農
業
、
農
業
企

業
の
参
入
等
に
よ
る
収
益
性
の
高
い
農

業
を
目
指
す
取
組
み
も
必
要
と
考
え
る
。

②
法
人
ご
と
に
経
営
上
の
課
題
は
異

な
っ
て
お
り
、
経
営
改
善
に
向
け
、
必

要
に
応
じ
て
伴
走
支
援
を
行
っ
て
い
き

た
い
。
③
複
数
の
農
家
が
共
同
で
作
業

に
取
り
組
む
と
い
っ
た
協
働
活
動
に
よ

る
営
農
の
促
進
を
図
る
こ
と
で
、
小
規

模
農
家
の
経
営
を
支
援
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

少
子
化
は
危
機
的
状
況
！

本
市
の
子
育
て
施
策
は
？

質　

問

　

第
一
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
絶
頂
期
に
は

年
間
の
出
生
数
は
約
270
万
人
だ
っ
た

が
、
75
年
間
で
約
200
万
人
減
少
と
い
う

危
機
的
状
況
で
、
政
府
は
や
っ
と
異
次

元
の
少
子
化
対
策
に
踏
み
出
そ
う
と

し
て
い
る
。
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

は
、
30
年
近
く
様
々
講
じ
ら
れ
て
き
た

も
の
の
、
国
や
自
治
体
の
十
分
と
は
言

え
な
い
子
育
て
施
策
や
社
会
環
境
の
変

化
も
相
ま
っ
て
、
出
生
数
は
低
下
の
一

途
を
辿
っ
て
い
る
。
ま
た
「
子
育
て
は

家
族
責
任
」
と
い
う
社
会
通
念
が
根
強

く
残
っ
て
お
り
、
少
子
化
に
拍
車
が
か

か
っ
て
い
る
。
令
和
５
年
度
予
算
に
つ

い
て
は
、
地
域
す
く
す
く
サ
ポ
ー
ト
の

充
実
や
乳
幼
児
等
医
療
費
の
支
給
対
象

の
拡
大
な
ど
一
定
の
評
価
を
す
る
が
、

子
育
て
に
関
す
る
主
な
施
策
を
問
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

乳
幼
児
等
の
医
療
に
つ
い
て
は
、
住

む
場
所
に
よ
っ
て
差
が
生
じ
な
い
よ
う
、

全
国
一
律
の
制
度
創
設
を
国
に
対
し
て

要
望
し
て
い
る
。

　

本
市
が
全
国
平
均
を
大
き
く
上
回
る

設
置
数
を
誇
る
、
身
近
な
相
談
拠
点
、

地
域
す
く
す
く
サ
ポ
ー
ト
を
中
心
と
し

て
、
保
健
師
等
の
専
門
職
と
の
面
談
機

会
の
拡
充
な
ど
、
子
育
て
家
庭
と
の
接

点
を
強
化
す
る
。

北
きたばやし

林　光
みつあき

昭
（清新の会）

質問した項目
■新しい時代をリードするやさ
しい未来都市の実現に向けて

■仕事と生活価値を創造する基
盤づくりについて

■誰ひとり取り残さない多様性
と調和社会の実現について

■多彩な地域の特徴を生かした
まちづくりについて

など

※令和５年３月現在

会派所属議員
北林　光昭
重森佳代子
重光　秋治
池田　隆興

貞岩　敬
大下　博隆
乗越　耕司

スマホのカメラで
読みこんでください
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ど
う
な
る
？
中
央
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
跡
地
等

質　

問

　

中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
跡
地
周
辺

の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
中
で
、
元
々
狭
い
敷

地
で
あ
っ
た
市
役
所
本
庁
に
子
育
て
支

援
施
設
の
統
合
化
を
図
り
、
結
果
、
少

な
い
駐
車
台
数
に
さ
ら
に
負
担
を
か
け
、

そ
の
挙
句
立
体
駐
車
場
の
建
設
と
い
っ

た
考
え
の
組
み
立
て
に
問
題
点
が
あ
り

は
し
な
い
か
。
子
育
て
支
援
施
設
に
つ

い
て
は
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
活
用

も
視
野
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
新
施
設
建
設
と
駐
車
場
を
中
心
に
、

機
能
・
規
模
の
ほ
か
、
整
備
の
考
え
方

も
含
め
て
伺
う
。

答　

弁
／
栗
栖
経
営
戦
略
担
当
理
事

　

跡
地
活
用
の
検
討
で
優
先
す
べ
き
は
、

第
一
に
、
子
育
て
支
援
を
中
心
と
し
た

地
域
共
生
の
機
能
、
第
二
に
、
市
民
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
の
拠
点
機
能
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
庁
舎
の
執
務
ス

ペ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
北
館
の
老
朽
化

の
現
状
も
踏
ま
え
、
今
回
の
施
設
整
備

に
併
せ
て
改
善
を
図
り
た
い
。

ど
う
展
開
？
新
た
な
取
組
み

の
学
校
教
育

質　

問

　
「
個
別
最
適
な
学
び
」
と
「
協
働
的

な
学
び
」
の
一
体
的
な
推
進
を
図
る
た

め
、
令
和
５
年
度
に
取
り
組
む
新
規
事

業
に
つ
い
て
伺
う
。

　

ま
た
４
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
※
小
中

一
貫
特
認
校
の
設
置
の
狙
い
を
伺
う
。

答　

弁
／
市
場
教
育
長

　

児
童
生
徒
の
興
味
・
関
心
等
に
応
じ

て
学
び
を
進
め
る「
個
別
最
適
な
学
び
」

と
、
他
者
と
協
力
し
な
が
ら
主
体
的
に

問
題
解
決
を
進
め
る「
協
働
的
な
学
び
」

を
一
体
的
に
充
実
す
る
た
め
に
、
次
の

新
規
事
業
を
行
う
。

・ 

デ
ジ
タ
ル
ド
リ
ル
の
導
入
や
ラ
ー
ニ

ン
グ
ル
ー
ム
の
設
置

・ 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
や
生
徒
指
導
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
等
の
配
置

　

小
中
一
貫
特
認
校
設
置
の
狙
い
は
、

そ
こ
で
学
び
た
い
と
希
望
す
る
児
童
生

徒
や
保
護
者
に
対
し
て
、
市
内
全
域
か

ら
の
就
学
・
転
学
を
可
能
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

代表質問・一般質問とは？
　市議会だより定期号（２月・５月・８月・11月の年４回発行）には、議員が市長の考えにつ

いて質問する「代表質問・一般質問」を掲載しています。

　「代表質問」とは、新年度予算を審議する第１回定例会（２月から３月にかけて開催される

定例会）において、市長の施政方針に対して質問するものです。本市議会では、申し合わせに

より、２人以上の議員で構成される各会派から１人が代表して行うこととしています。質問し

ようとする議員は、事前に議長に対して質問事項の通告を行い、会派人数により定める所定の

発言時間内でその通告の内容に沿って質問を行います。市議会だよりには、５月号に掲載します。

　「一般質問」は、市長から提出された議案に限らず、市長の施政全般について質問するもの

です。本市議会では申し合わせにより、議員１人当たりの発言回数は、１年につき３回を限度

とし、１定例会につき１回としています。

　質問事項の通告については代表質問と同様ですが、議員１人当たりの発言時間は、１回につ

き35分です。

※小中一貫特認校　　  義務教育９年間を見通した学びの連続性を生かした取組みや、地域の特性を活かした教育課程を実施し、そこ
で学びたいと希望する児童生徒に対して、市内全域からの就学・転入学を可能とするもの。
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代 表 質 問

※せとうち半導体共創コンソーシアム　　  半導体業界の将来を担う中核人材の育成と産学連携による研
究開発を促進するため、広島大学ナノデバイス研究所を核として、
半導体関連企業や行政機関の産官学で設置された共同事業体。

　特定地域づくり事業協同組合制度　　  人口急減地域において、事業協同組合が特定地域づくり事業（季
節ごとの労働需要等に応じて複数の事業者の事業に従事するマ
ルチワーカーに係る労働者派遣事業等）を行う場合に、都道府
県知事の認定を受けることで、労働者派遣事業を許可ではなく
届出で実施することが可能となるとともに、組合運営費につい
て財政支援を受けることができる制度。

保
育
士
確
保
の
た
め
の

施
策
に
つ
い
て

質　

問

　

保
育
現
場
か
ら
「
保
育
士
業
界
は
責

任
の
重
い
割
に
賃
金
が
他
業
界
と
比
べ

て
低
く
、
慢
性
的
な
人
手
不
足
が
続
い

て
い
る
」
と
の
声
が
あ
る
中
で
、
本
市

で
は
「
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て

ら
れ
る
環
境
づ
く
り
」
を
掲
げ
ら
れ
て

い
る
。
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
保
育
士
確

保
の
た
め
に
、
ど
の
様
な
施
策
を
考
え

て
い
る
の
か
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

保
育
所
に
お
い
て
は
未
だ
年
度
途
中

に
お
け
る
待
機
児
童
が
発
生
し
て
い
る

状
況
が
あ
り
、
こ
う
し
た
課
題
を
解
決

す
る
た
め
、
保
育
士
の
確
保
を
最
優
先

事
項
と
し
て
、
新
年
度
に
お
い
て
は
一

段
踏
み
込
ん
だ
積
極
的
な
保
育
士
確
保

策
を
講
じ
て
い
く
。

　

賃
金
格
差
解
消
の
た
め
の
職
務
奨
励

費
等
の
支
給
な
ど
の
支
援
を
引
き
続
き

行
う
ほ
か
、
保
育
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
よ
る
施
設
訪
問
な
ど
を
通
し
て
職
場

環
境
の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
奨
学

金
返
済
の
負
担
や
短
時
間
勤
務
の
希
望

と
い
っ
た
現
場
の
声
を
踏
ま
え
、
保
育

士
を
目
指
し
て
い
る
方
や
従
事
し
て
い

る
方
の
ニ
ー
ズ
を
確
認
し
な
が
ら
効
果

的
な
施
策
を
実
施
す
る
。

市
内
半
導
体
産
業
振
興
策

の
内
容
と
そ
の
効
果
は

質　

問

　

本
市
の
基
幹
産
業
の
一
角
と
し
て
成

長
を
続
け
て
い
る
半
導
体
業
界
の
更
な

る
発
展
を
目
指
し
て
い
る
中
、「
※
せ

と
う
ち
半
導
体
共
創
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
」
へ
の
参
画
に
よ
る
市
内
半
導
体
産

業
振
興
策
の
具
体
的
内
容
と
将
来
的
な

効
果
に
つ
い
て
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

答　

弁
／
多
田
副
市
長

　

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
通
し
て
、
人
材

育
成
に
係
る
支
援
策
を
講
じ
る
こ
と
に

よ
り
、
多
く
の
優
秀
な
人
材
が
本
市
に

集
ま
り
成
長
・
挑
戦
で
き
る
場
を
つ
く

り
、
更
に
は
そ
れ
ら
の
人
材
が
市
内
半

導
体
関
連
企
業
で
も
活
躍
し
て
い
く
こ

と
を
目
指
す
。
優
秀
な
人
材
が
集
ま
れ

ば
、
半
導
体
産
業
だ
け
で
な
く
他
の
産

業
や
地
域
に
も
好
影
響
が
波
及
し
、
新

た
な
産
業
の
創
出
や
地
域
活
性
化
な
ど
、

将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
的
な
ま
ち
づ
く

り
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、

中
長
期
的
な
視
点
で
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

中
山
間
地
域
に
お
け
る

生
活
価
値
の
創
造
に
つ
い
て

質　

問

　

福
富
地
域
に
お
い
て
循
環
型
経
済
の

確
立
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
資
す
る
取

組
み
が
す
で
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
が
、

こ
の
事
業
と
福
富
支
所
周
辺
公
共
施
設

を
対
象
と
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
面
的
融

通
の
実
証
、
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協

同
組
合
の
設
立
は
ど
の
様
に
リ
ン
ク
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
そ
の
結
果
と
し
て

想
定
し
て
い
る
ま
ち
の
姿
に
つ
い
て
見

解
を
伺
う
。

答　

弁
／
栗
栖
経
営
戦
略
担
当
理
事

　

資
源
の
宝
庫
で
あ
る
一
方
で
荒
廃
が

進
む
里
山
を
、
地
域
内
外
の
人
と
整
備

し
子
ど
も
が
遊
び
学
べ
る
活
動
場
所
を

つ
く
る
と
と
も
に
、
整
備
に
よ
っ
て
出

て
く
る
木
材
等
の
森
林
資
源
の
高
付
加

価
値
化
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
な
ど
、
外

部
の
企
業
や
人
材
を
巻
き
込
ん
だ
福
富

な
ら
で
は
の
経
済
が
回
る
仕
組
み
の
構

築
を
目
指
す
。

　

こ
う
し
た
取
組
み
と
併
せ
て
、
道
の

駅
を
含
む
福
富
支
所
周
辺
公
共
施
設
を

対
象
と
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
面
的
融
通

に
よ
る
実
証
実
験
や
、
地
域
事
業
者
の

仕
事
を
組
み
合
わ
せ
て
雇
用
の
場
を
創

出
し
地
域
産
業
の
活
性
化
を
促
進
さ
せ

る
※
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合

制
度
の
活
用
な
ど
も
進
め
る
。

　

こ
れ
ら
を
連
携
し
て
実
施
す
る
こ
と

で
、
中
山
間
地
域
な
ら
で
は
の
循
環
型

社
会
を
総
合
的
に
構
築
し
、
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
。

岡
お か だ

田　育
いくそう

三
（創志会）

質問した項目
■「選ばれるまち」の実現に向
けた施策の包括的推進につい
て

■新しい時代をリードする「や
さしい未来都市」の実現

会派所属議員
奥谷　求
大道　博夫

岡田　育三
玉川　雅彦

※令和５年３月現在

スマホのカメラで
読みこんでください

市議会だより　2023.5page.09



代 表 質 問

本
市
の
少
子
化
、

少
子
社
会
へ
の
対
応
は

質　

問

　

本
市
が
取
ろ
う
と
し
て
い
る
人
口
減

少
社
会
へ
の
対
策
は
、
人
口
を
増
加
さ

せ
る
こ
と
が
目
的
な
の
か
？
そ
れ
と
も

人
口
の
減
少
を
少
し
で
も
抑
制
し
よ
う

と
し
て
い
る
の
か
？
そ
う
い
っ
た
対
策

に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
社
会
を
目
指
そ

う
と
し
て
い
る
の
か
、
考
え
を
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

単
に
人
口
増
加
や
人
口
減
少
の
抑
制

を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
住
民

に
最
も
身
近
な
基
礎
自
治
体
の
役
割
と

し
て
、
希
望
す
る
市
民
が
子
ど
も
を
持

ち
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
、
そ
れ

ら
を
通
じ
た
喜
び
を
享
受
で
き
る
よ
う
、

具
体
的
な
子
育
て
環
境
の
改
善
に
取
り

組
む
責
任
が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

子
育
て
支
援
策
の
充
実
に
よ
り
、
そ
う

し
た
社
会
の
構
築
を
目
指
す
。

ど
う
活
用
す
る
、
新
た
な

本
市
の
防
災
シ
ス
テ
ム

質　

問

　

令
和
４
年
度
、
新
た
な
防
災
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
着
手
し
て
い
る
が
、
整
備

の
進
捗
状
況
や
国
、
県
等
の
関
係
機
関

と
の
シ
ス
テ
ム
連
携
状
況
な
ど
を
伺
う
。

答　

弁
／
前
延
副
市
長

　

予
定
し
て
い
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
は

概
ね
終
了
し
、
最
終
確
認
の
段
階
で
あ

る
。
新
シ
ス
テ
ム
の
運
用
に
よ
り
、
防

災
情
報
の
一
元
化
や
、
避
難
情
報
の
発

令
支
援
、
被
害
情
報
の
即
時
集
約
・
共

有
等
が
可
能
と
な
る
。
発
災
時
の
被
害

状
況
の
把
握
等
は
、
県
を
介
し
た
情
報

共
有
の
方
向
性
が
示
さ
れ
て
お
り
、
今

後
は
、
広
域
的
な
災
害
対
応
が
求
め
ら

れ
る
。
国
、
県
と
の
シ
ス
テ
ム
連
携
に

つ
い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
活
用

し
た
災
害
対
応
の
更
な
る
加
速
化
が
想

定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
国
、
県
の
動
向

を
注
視
し
て
い
く
。

高
齢
者
の
転
倒
予
防
対
策

に
つ
い
て

質　

問

　

国
に
お
い
て
、
10
月
10
日
を
「
転
倒

予
防
の
日
」
と
定
め
、
高
齢
者
の
転
倒

事
故
に
注
意
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。
介

護
予
防
の
観
点
か
ら
、
本
市
は
転
倒
防

止
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
啓
発
、
支
援

を
行
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
高
齢
者

の
運
動
機
能
向
上
に
向
け
た
事
業
や
講

習
は
行
っ
て
い
る
か
伺
う
。

答　

弁
／
福
光
健
康
福
祉
部
長

　

転
倒
予
防
対
策
と
し
て
、
要
支
援

１
・
２
の
認
定
を
受
け
た
方
や
、
生
活

機
能
の
低
下
が
み
ら
れ
る
方
に
対
し
て

は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
い
、
短
期
集

中
の
運
動
機
能
向
上
に
向
け
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
て
お
り
、
機
能
回
復
後

は
通
い
の
場
等
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　

ま
た
、
通
い
の
場
等
で
転
倒
予
防
に

効
果
的
な
体
操
を
紹
介
す
る
等
、
運
動

機
能
低
下
が
見
ら
れ
る
高
齢
者
に
対
し
、

機
能
向
上
に
向
け
た
講
習
を
実
施
し
て

い
る
。

消
防
局
員
の
体
調
管
理
は

大
丈
夫
？

質　

問

　

火
災
及
び
救
急
の
出
動
件
数
が
増
加

し
て
い
る
と
聞
く
が
、
連
続
し
た
出
動

で
消
防
職
員
が
疲
弊
す
る
と
、
対
応
時

に
悪
影
響
が
出
な
い
か
心
配
し
て
い
る
。

ま
た
、
火
災
や
事
故
な
ど
凄
惨
な
現
場

で
の
対
応
に
伴
う
惨
事
ス
ト
レ
ス
に
ど

の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　

弁
／
前
延
副
市
長

　

惨
事
ス
ト
レ
ス
が
懸
念
さ
れ
る
場
合

に
は
、
活
動
終
了
後
、
総
務
省
消
防
庁

が
提
供
し
て
い
る
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に

よ
り
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て

お
り
、
注
意
を
要
す
る
職
員
に
対
し
て

は
、
産
業
医
の
面
談
を
実
施
し
て
い
る
。

引
き
続
き
、
市
民
の
安
全
・
安
心
を
守

る
た
め
、
職
員
の
健
康
の
保
持
及
び
惨

事
ス
ト
レ
ス
の
軽
減
を
図
る
。

落
おちうみ

海　直
な お や

哉
（市民クラブ）

質問した項目
■第五次東広島市総合計画
　安心づくりを実現する方法に
ついて

スマホのカメラで
読みこんでください

会派所属議員
中川　修
落海　直哉

景山　浩
鈴木　利宏

※令和５年３月現在

市議会だより　2023.5 page.10



代 表 質 問

※ＪＶ　　  ジョイント・ベンチャーの略で、共同企業体のこと。複数の建設企業が、一つの建設工事を
受注、施工することを目的として形成する事業組織体。

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に

つ
い
て

質　

問

　

中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
跡
地
利
用

及
び
周
辺
整
備
に
つ
い
て
、
現
状
の
計

画
案
か
ら
は
経
済
効
果
に
つ
な
が
る
機

能
が
見
当
た
ら
な
い
よ
う
に
思
う
。
当

該
計
画
案
で
市
街
地
の
空
洞
化
を
食
い

止
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
見
解
を

伺
う
。

答　

弁
／
栗
栖
経
営
戦
略
担
当
理
事

　

中
心
市
街
地
に
お
い
て
は
、
質
の
高

い
市
民
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
一
層
の
集
積

を
図
る
ほ
か
、
多
く
の
市
民
が
交
流
す

る
た
め
の
機
能
や
空
間
を
整
備
す
る
こ

と
で
、
新
た
な
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
、

地
域
の
経
済
効
果
に
も
つ
な
げ
て
い
き

た
い
。
中
で
も
、
中
央
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
跡
地
は
「
に
ぎ
わ
い
ゾ
ー
ン
」
と

し
て
位
置
づ
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
が
実
施
で
き
る
よ
う
な
大
屋
根
広
場

を
整
備
す
る
方
針
で
あ
り
、
年
間
約
20

万
人
の
利
用
を
見
込
ん
で
い
る
。

産
業
振
興
に
つ
い
て

質　

問

　

①
本
市
の
漁
業
の
現
状
を
伺
う
。

　

②
漁
業
所
得
の
向
上
を
通
じ
た
漁
村

地
域
の
発
展
を
目
指
し
、
漁
業
者
が
主

体
と
な
り
具
体
的
な
取
組
み
を
実
行
す

る
た
め
、
２
漁
協
と
本
市
で
構
成
す
る

「
東
広
島
市
水
産
業
再
生
委
員
会
」
を

設
置
し
た
。
ま
た
、令
和
２
年
度
に「
東

広
島
市
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
」
を
策

定
し
た
が
、
そ
の
取
組
状
況
を
伺
う
。

答　

弁
／
鈴
木
産
業
部
長

　

①
漁
港
数
は
２
港
、
漁
船
数
は
143
隻
、

海
面
漁
業
の
産
出
額
は
年
間
約
1200
万
円

で
あ
る
。

　

②
安
芸
津
産
牡
蠣
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や

販
路
拡
大
、
漁
場
環
境
の
改
善
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
概
ね
計
画
ど
お
り
の
所

得
向
上
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
収
益

向
上
、
コ
ス
ト
削
減
等
に
取
り
組
む
。

　

本
プ
ラ
ン
で
は
、
組
合
員
数
の
減
少

へ
の
対
応
や
漁
協
の
資
本
力
を
高
め
、

良
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
組
合
員
に
提
供
す

る
た
め
、
漁
協
の
合
併
に
つ
い
て
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
お
り
、
そ
の

実
現
に
向
け
て
調
整
し
て
い
く
。

東
広
島
市
の
公
共
工
事
の

入
札
契
約
制
度
に
つ
い
て

質　

問

　

大
規
模
建
設
工
事
に
お
け
る
５
億

円
以
上
の
入
札
案
件
は
、
原
則
※
Ｊ
Ｖ

発
注
と
な
る
。
そ
の
場
合
、
市
外
業
者

が
落
札
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
か
ね
ず

本
市
へ
の
経
済
波
及
効
果
が
薄
ら
い
で

し
ま
う
。
資
材
高
騰
も
起
き
て
い
る
中
、

本
市
の
Ｊ
Ｖ
の
運
用
基
準
を
見
直
す
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、見
解
を
伺
う
。

答　

弁
／
上
田
総
務
部
長

　

地
域
経
済
の
好
循
環
を
図
る
た
め
に

は
、
市
内
事
業
者
に
よ
り
多
く
の
受
注

機
会
を
提
供
し
、
持
続
可
能
な
建
設
産

業
の
育
成
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、
Ｊ
Ｖ
の
運
用
基
準
の
あ

り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

港
湾
関
連
施
設
に
つ
い
て

質　

問

　

三
津
湾
・
安
芸
津
港
の
施
設
に
係
る

今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁
／
阪
垣
建
設
部
長

　

港
湾
関
連
事
業
に
つ
い
て
は
、
第
五

次
総
合
計
画
で
安
芸
津
地
域
の
将
来
像

に
掲
げ
る
「
瀬
戸
内
海
に
臨
む
温
暖
な

気
候
と
豊
か
な
自
然
環
境
を
活
か
し
た

共
に
支
え
合
う
共
生
の
ま
ち
」
を
実
現

す
る
た
め
の
重
要
な
施
策
と
し
て
位
置

づ
け
て
い
る
。
放
置
艇
対
策
や
港
湾
施

設
の
長
期
保
全
の
ほ
か
、
災
害
時
の
海

上
で
の
物
資
輸
送
等
が
可
能
と
な
る
み

な
と
づ
く
り
な
ど
の
取
組
み
を
展
開
す

る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
取
組
み
は
専
門

性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
広
島
県
の
総
合

的
な
技
術
支
援
を
受
け
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
県
・
市
共
同
連
携
促
進
チ
ー
ム

と
し
て
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
推
進

し
て
い
く
。

坪
つ ぼ い

井　浩
こういち

一
（創生会）

質問した項目
■産業振興について
■東広島市の公共事業について
■港湾関連施設について
■福祉施策について
■中心市街地の活性化について

スマホのカメラで
読みこんでください

会派所属議員
坪井　浩一
岩崎　和仁

片山　貴志
牧尾　良二

※令和５年３月現在

市議会だより　2023.5page.11



代 表 質 問

※地域づくり推進交付金　　  地域の課題解決や地域の特色を活かした魅力ある地域づくりを推進してい
くための活動財源として住民自治協議会（略称・自治協）へ交付するもの。
交付金は、地域が自ら使途を決定し、自発的かつ自主的に活用されている。

東
広
島
市
の
シ
ビ
ッ
ク

プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
に
つ
い
て

質　

問

　

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
と
は
「
都
市
に

対
す
る
市
民
の
誇
り
」
と
い
う
概
念
で

あ
る
。
長
く
住
ま
わ
れ
て
い
る
方
と
新

た
に
転
入
し
て
き
た
方
が
混
在
す
る
ま

ち
で
あ
る
本
市
で
は
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ

イ
ド
を
明
文
化
し
、
地
域
づ
く
り
を
継

続
的
に
行
い
、
そ
の
醸
成
に
つ
な
げ
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る
が
、
市
の
考

え
を
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

本
市
で
は
第
五
次
総
合
計
画
で
ウ
ェ

ル
・
ビ
ー
イ
ン
グ
（
個
人
が
肉
体
的
、

精
神
的
、
社
会
的
に
満
た
さ
れ
た
状
態

で
感
じ
ら
れ
る
幸
福
感
）
を
感
じ
な
が

ら
生
活
で
き
る「
や
さ
し
い
未
来
都
市
」

の
実
現
を
目
指
し
て
お
り
、
あ
ら
ゆ
る

施
策
は
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
に

も
寄
与
す
る
と
考
え
て
い
る
。

　

イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
も
シ
ビ
ッ
ク
プ

ラ
イ
ド
の
醸
成
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

お
り
、
来
年
度
か
ら
「
※
地
域
づ
く
り

推
進
交
付
金
」
に
「
地
域
共
生
推
進
イ

ベ
ン
ト
事
業
」
を
新
た
に
追
加
す
る
こ

と
で
、
地
域
交
流
イ
ベ
ン
ト
等
の
機
会

を
増
や
し
地
域
の
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
づ
く
り
の
後
押
し
を
行
っ
て
い
く
。

平
成
30
年
災
害
の
対
応
の

検
証
と
改
善
に
つ
い
て

質　

問

　

今
後
発
生
す
る
大
規
模
災
害
に
備
え
、

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
で
の
本
市
の

対
応
を
し
っ
か
り
検
証
し
、
改
善
す
る

必
要
が
あ
る
。

　

初
動
の
対
応
に
つ
い
て
、
ま
た
、
災

害
復
旧
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
課
題

が
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
改
善
し
た
の
か
。

答　

弁
／
前
延
副
市
長

　

発
災
直
後
の
初
動
対
応
と
し
て
、
災

害
救
助
や
避
難
所
開
設
等
の
被
災
者
支

援
、
孤
立
集
落
解
消
の
た
め
の
道
路

啓け
い

開か
い

作
業
等
の
応
急
復
旧
を
早
急
に

行
っ
た
。
し
か
し
、
被
災
状
況
の
把
握

や
現
場
へ
の
到
着
に
時
間
を
要
す
る
な

ど
、
情
報
収
集
や
そ
の
後
の
進
捗
管
理

に
つ
い
て
課
題
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
令
和
元
年
度
か

ら
、
被
害
情
報
や
対
応
状
況
を
全
職
員

で
共
有
可
能
な
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
の

運
用
に
よ
り
情
報
を
一
元
化
し
、
初
動

対
応
を
含
め
た
災
害
対
応
全
般
に
つ
い

て
改
善
し
た
。

　

災
害
復
旧
工
事
に
つ
い
て
は
、
入
札

不
調
、
県
と
の
工
事
の
調
整
な
ど
に
課

題
が
あ
っ
た
た
め
、
発
注
ロ
ッ
ト
の
見

直
し
、
入
札
不
調
案
件
の
公
表
に
よ
る

工
事
事
業
者
か
ら
の
受
注
申
し
出
に
よ

る
契
約
促
進
、
施
工
監
理
補
助
業
務
の

外
部
委
託
な
ど
に
よ
り
改
善
し
た
。

子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て

質　

問

　

本
市
の
新
年
度
予
算
案
は
待
機
児
童

対
策
に
力
を
入
れ
、
保
育
士
確
保
に
よ

る
年
間
を
通
し
た
待
機
児
童
の
解
消
に

向
け
て
動
い
て
い
く
姿
勢
が
見
え
て
大

変
評
価
し
て
い
る
。

　

待
機
児
童
対
策
に
つ
い
て
は
、
待
機

児
童
の
解
消
だ
け
で
な
く
一
時
預
か
り

の
拡
充
や
育
休
退
園
（
入
所
児
童
の
保

護
者
が
育
児
休
業
に
入
る
場
合
の
退

園
）
の
見
直
し
と
い
っ
た
、
保
育
士
不

足
が
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
た
も

の
へ
の
対
応
も
進
め
て
い
く
と
い
う
認

識
で
良
い
の
か
を
伺
う
。

答　

弁
／
多
賀
こ
ど
も
未
来
部
長

　

待
機
児
童
対
策
と
し
て
の
保
育
人
材

の
確
保
に
つ
い
て
は
、
長
年
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
年
度
途
中
の
待
機
児
童

の
解
消
を
最
優
先
に
取
り
組
む
。
ま
た
、

一
時
預
か
り
の
受
入
れ
拡
大
や
育
休
退

園
に
つ
い
て
、
可
能
な
限
り
対
応
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

保
育
サ
ー
ビ
ス
は
ま
さ
に
保
育
人
材

を
核
と
す
る
人
的
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、

多
様
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
を
視
野
に
、

保
育
士
不
足
に
起
因
す
る
課
題
の
解
決

を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
そ
の
確
保
に

努
め
て
い
く
。

牛
う し お

尾　容
よ う こ

子
（令和会）

質問した項目
■東広島市民のシビックプライ
ドの醸成について

■平成30年災害の対応の検証と
改善について

■新年度予算について
■公共施設マネジメントについて
■第五次東広島市総合計画推進
のための組織の在り方について

など

スマホのカメラで
読みこんでください

会派所属議員
田坂　武文
牛尾　容子

鈴木　英士

※令和５年３月現在
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代 表 質 問

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

質　

問

　

子
ど
も
の
幸
せ
を
最
優
先
と
し
て
、

社
会
全
体
で
支
援
す
る
仕
組
み
が
必
要

不
可
欠
で
あ
り
、
思
い
切
っ
た
予
算
の

大
幅
拡
充
や
人
的
体
制
の
強
化
も
必
要

で
あ
る
。
市
の
所
見
を
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

国
に
お
い
て
は
、「
子
ど
も
ま
ん
な

か
社
会
」
の
推
進
に
向
け
て
、「
こ
ど

も
大
綱
」
の
策
定
準
備
が
す
で
に
始
ま

り
、
子
ど
も
・
若
者
の
意
見
を
反
映
す

る
仕
組
み
の
検
討
も
進
ん
で
い
る
。

　

本
市
の
令
和
５
年
度
予
算
案
は
、
有

識
者
等
か
ら
の
提
言
も
参
考
と
し
て
編

成
し
て
お
り
、
引
き
続
き
、
子
育
て
を

ト
ー
タ
ル
で
応
援
す
る
施
策
を
積
極
的

に
推
進
す
る
。

※
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
に

向
け
た
取
組
み
に
つ
い
て

質　

問

　

Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
た
本
市

の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
日
本

酒
・
歴
史
・
文
化
等
を
活
用
し
た
、
美

術
館
と
の
連
携
や
、
酒
蔵
と
タ
イ
ア
ッ

プ
し
た
蔵
人
体
験
コ
ー
ス
が
開
始
さ
れ

て
い
る
が
、
進
捗
状
況
を
伺
う
。

答　

弁
／
鈴
木
産
業
部
長

　

地
域
資
源
を
活
か
し
た
ツ
ア
ー
コ
ン

テ
ン
ツ
と
し
て
、
酒
蔵
通
り
や
三
ツ
城

古
墳
等
を
探
訪
す
る
モ
デ
ル
ツ
ア
ー
や
、

酒
造
会
社
が
主
体
と
な
っ
た
蔵
人
体
験

ツ
ア
ー
等
を
実
施
し
た
。
今
後
、
モ
デ

ル
ツ
ア
ー
参
加
者
の
意
見
を
参
考
に
、

美
術
館
の
企
画
展
と
も
連
携
し
た
本
市

な
ら
で
は
の
魅
力
あ
る
周
遊
モ
デ
ル

ル
ー
ト
の
造
成
を
進
め
て
い
く
。

深
刻
な
物
価
高
騰
か
ら

暮
ら
し
と
な
り
わ
い
を
守
れ

質　

問

　

物
価
高
騰
の
中
、
独
自
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
に
お
け
る
市
政
へ
の
要
望
の

う
ち
、
①
介
護
保
険
で
の
低
所
得
者
の

利
用
料
免
除
制
度
の
創
設
②
子
育
て
世

代
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら

れ
る
支
援
の
充
実
に
つ
い
て
、
今
後
の

市
政
に
反
映
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え

る
が
、
本
市
の
見
解
を
伺
う
。

答　

弁
／
福
光
健
康
福
祉
部
長

　
　
　
　

多
賀
こ
ど
も
未
来
部
長

　

①
介
護
保
険
制
度
は
、
全
国
一
律
の

制
度
を
持
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
本
市
独
自
の
利
用
料
の
免
除

は
考
え
て
い
な
い
。

　

②
子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

本
市
の
実
状
に
即
し
た
施
策
の
優
先
度

や
財
政
負
担
等
の
側
面
な
ど
も
考
慮
し

な
が
ら
、
積
極
的
に
取
り
組
む
。

暮
ら
し
を
犠
牲
に
す
る

「
大
軍
拡
」を
中
止
す
べ
き

質　

問

　

政
府
は
2023
年
度
か
ら
５
年
間
の
防
衛

費
を
現
在
の
27
・
５
兆
円
か
ら
43
兆
円

に
増
額
す
る
こ
と
を
閣
議
決
定
し
、
財

源
は
増
税
や
歳
出
改
革
等
で
確
保
す
る

こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、

市
民
の
暮
ら
し
に
直
接
悪
影
響
を
及
ぼ

す
可
能
性
が
あ
り
、
市
か
ら
全
国
市
長

会
を
通
じ
国
に
対
し
て
防
衛
費
の
大
幅

増
額
の
撤
回
を
求
め
る
べ
き
と
考
え
る

が
、
本
市
の
考
え
を
伺
う
。

答　

弁
／
上
田
総
務
部
長

　

外
交
や
防
衛
政
策
は
、
国
の
専
権
事

項
で
あ
り
、
国
に
お
い
て
適
切
に
対
応

さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

谷
たに

　晴
は る み

美
（日本共産党）

質問した項目
■政府の安全保障の大転換につ
いて

■市民への独自アンケートに寄
せられた要望について

加
か ね

根　佳
よ し き

基
（公明党）

質問した項目
■令和５年度新年度予算につい
て

■一般国道２号東広島・安芸バ
イパス開通について

■やさしい未来都市東広島の実
現に一歩前進を！

■G7広島サミットに向けた取
り組みについて校教育につい
て

会派所属議員
加根　佳基 坂元百合子

スマホのカメラで
読みこんでください

スマホのカメラで
読みこんでください

一 般 質 問

※Ｇ７広島サミット　　  令和５年５月19日～21日の日程で広島市において開催される、先進７か国首脳
会議のこと。日本を始め、アメリカ、イギリス、フランス、ドイツ、イタリア、
カナダ及び欧州理事会議長及び欧州委員会委員長が参加する。
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